
千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ 増加 ■ 横ばい □ 減少 □ かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する □ □ できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ □ できていない

□ さらに重点化する ■ 現状のまま継続する □ 見直しのうえ継続する

□ 事業の縮小を検討する □ 休止、廃止を検討する

4512

事業の対象

総合計画の
主要施策名

史跡・遺跡・文化財等の保全と保護 事業コード

3,167
事　業　費

年度・区分

金　　　額

本堂城跡、羽貫谷地地内（湯殿屋敷遺跡・谷地中遺跡）

平成２４年度
事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 文化財発掘事業
（H25事業名：後三年合戦関連遺跡発掘事業）

担当課名 生涯学習課

平成24年度決算

事業の目的 史跡に対する理解を深め、その保護と活用を推進する。

事業の内容

平成25年度予算平成23年度決算

本堂城跡史跡発掘調査、羽貫谷地地区発掘調査整理作業

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

あまりできていない

8,237 8,677

あまり寄与していない

事業の効果等
出土遺物の整理によって、資料館への展示・活用が期待できる。また、町の歴史研究の進
展が期待される。

実績・成果等
（数値）

外部評価 Ｂ 評価委員意見
部局評価のとおり。
文化財の活用などに期待したい。

・県営農地集積加速化基盤整備事業（羽貫谷地地区）に伴う
　美郷町埋蔵文化財調査報告書第14集（湯殿屋敷遺跡・谷地中遺跡）（200部）
・美郷町埋蔵文化財調査報告書第15集（本堂城跡）（200部）

事
業
の
評
価

あまりできていない

判定説明
及び考察

継続した取り組みによって、出土遺物も整理され、町の歴史研究が進展した。

事業の
方向性

美郷町教育委員会
４９


